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に配慮しなければならない」31ので
ある。こうした触れて感じる心の形成













































































































20　Louise Derman-Sparks and the A.B.C. Task Force: Anti-Bias Curriculum. Tools for 
Enpowering Young Children. National Association for the Education of Young Children. 
55
子どもの感性を通した「人権保育」の視座
Washington,D.C.  19８9. p.21.   邦訳：ルイーズ・ダーマン・スパークス　玉置哲淳・大倉
三代子編訳『ななめから見ない保育　　アメリカの人権カリキュラム』解放出版社　1994
年。なお、玉置哲淳・堀井二実による『2歳児の人権保育　その視点とねらい』（解放出
版社　2010年。）も、2歳児の人権保育の意義と方法等について詳細に記された書である。
21　ibid., p.21.
22　ibid., p.23．
23　法務省・文部科学省編前掲書　８0頁。
24　同書　８0頁。同アプローチの詳細は以下の通りである。「今日においても、生命・身体の
安全にかかわる事象や、社会的身分、門地、人種、民族、信条、性別、障害等による不当
な差別その他の人権侵害がなお存在」していることから、具体的には、「女性、子ども、
高齢者、障害のある人、同和問題、アイヌの人々、外国人、エイズウイルス（HIV）感染者・
ハンセン病患者等、刑を終えて出所した人、犯罪被害者等、インターネットによる人権侵害、
北朝鮮当局によって拉致された被害者等、その他の人権課題」 をめぐる取り組みである。
25　島根県公式ホームページ「人に優しい命と心を育てる保育を進めるために−今、保育者に
求められる人権意識−」(島根県　平成14年3月)。
26　子どもの基本的人権として「遊ぶ権利」を保護し、維持し、促進しなければならないと
いう考えのもとに「子どもの遊ぶ権利のための国際協会　International Play Association」
が存在している。「国連子どもの権利条約」の中で「遊ぶ権利」は「第31条　１．締約国は、
休息及び余暇についての児童の権利並びに児童がその年齢に適した遊び及びレクリエー
ションの活動を行い並びに文化的な生活及び芸術に参加する権利を認める。2．締約国は、
児童が文化的及び芸術的な活動並びにレクリエーション及び余暇の活動のための適当かつ
平等な機会の提供を奨励する」とされている。
27　増渕幸男『教育的価値論の研究』玉川大学出版部　1994年　300頁。
2８　同書　300頁。
29　同書　300頁。
30　同書　300頁。
31　同書　300頁。さらに、今日、学校教育が個性の伸長を図ろうとする際に触覚の教育が不
可欠である。「触覚の陶冶には各人の個性が育つための原点があるということを忘れては
ならないのである」（同書　301頁。）と増渕も指摘する。
32　網野武博「子どもの最善の利益を考慮した保育とは　“子どもの最善の利益”が保育所保育
指針に記述された背景」『保育の友』Vol.5８　№５所収　全国社会福祉協議会　2010年　
36頁。
33　同論文　36頁。
34　玉置哲淳・大倉三代子編訳『ななめから見ない保育　アメリカの人権カリキュラム』解放
出版社　1994年　7頁（日本語版への序）。
35　同書　7頁。
36　幼稚園教員の資質向上に関する調査研究協力者会議報告書「幼稚園教員の資質向上につい
て−自ら学ぶ幼稚園教員のために」（報告）(平成14年6月24日) 。
